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日
銀
は
�
日
の
金
融
政
策
決

定
会
合
で
、
大
規
模
な
金
融
緩

和
策
の
柱
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
の
解
除
を
決
め
た
。
２

０
０
７
年
以
来
�
年
ぶ
り
の
利

上
げ
と
な
る
。
長
期
金
利
を
低

く
抑
え
る
た
め
の
長
短
金
利
操

作
も
撤
廃
し
、
事
実
上
の
ゼ
ロ

金
利
政
策
に
移
行
す
る
。
上
場

投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
の
新
規

購
入
も
終
了
す
る
。
今
春
闘
の

平
均
賃
上
げ
率
が
高
水
準
と
な

り
、
賃
金
と
物
価
が
そ
ろ
っ
て

上
が
る
経
済
の
好
循
環
が
実
現

す
る
と
判
断
し
た
。
日
銀
は
約

�
年
に
及
ぶ
大
規
模
緩
和
策
の

正
常
化
を
始
め
、
金
融
政
策
は

歴
史
的
な
転
換
点
を
迎
え
た
。

　
植
田
和
男
総
裁
が
午
後
に
記

者
会
見
し
、
決
定
理
由
を
説
明

す
る
。

　
日
銀
は
景
気
を
刺
激
す
る
た

め
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
で
短

期
金
利
を
低
く
抑
え
て
き
た
。

解
除
後
も
緩
和
的
な
金
融
環

境
を
維
持
す
る
方
針
だ
が
、
金

融
機
関
が
短
期
金
利
に
連
動
す

る
変
動
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
や

企
業
の
借
り
入
れ
な
ど
の
金
利

を
上
げ
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と

な
る
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
解
除
は
、

植
田
氏
ら
会
合
に
出
席
し
た
政

策
委
員
９
人
の
う
ち
７
人
の
賛

成
で
決
め
た
。

　
日
銀
は
黒
田
東
彦
氏
が
総
裁

だ
っ
た
�
年
に
大
規
模
緩
和

策
を
始
め
、
�
年
に
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
を
導
入
し
た
。
今
回

の
決
定
会
合
ま
で
は
短
期
金
利

を
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％
と
し
、

市
場
か
ら
国
債
を
買
い
入
れ

て
長
期
金
利
を
０
％
程
度
に
誘

導
し
て
き
た
。
長
期
金
利
の
上

限
は
「
１
％
を
め
ど
」
と
し
て

い
た
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
は
、
金

融
機
関
が
日
銀
に
預
け
る
当

座
預
金
の
一
部
に
年
０
・
１
％

の
手
数
料
を
課
す
仕
組
み
だ
。

解
除
後
は
金
融
機
関
が
お
金

を
短
期
間
貸
し
借
り
す
る
際

の
金
利
で
あ
る
「
無
担
保
コ
ー

ル
翌
日
物
金
利
」
を
０
～
０
・

１
％
程
度
に
誘
導
す
る
事
実

上
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
に
移
行

す
る
。

　
長
期
金
利
の
誘
導
目
標
と
上

限
は
撤
廃
す
る
。
た
だ
金
利
の

急
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
長
期
国

債
の
買
い
入
れ
は
続
け
る
。
国

債
を
無
制
限
に
買
い
入
れ
て
金

利
を
抑
え
る
「
指
し
値
オ
ペ
」

の
枠
組
み
も
残
す
。

　
市
場
を
安
定
さ
せ
る
目
的
で

続
け
て
き
た
Ｅ
Ｔ
Ｆ
と
不
動
産

投
資
信
託
（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）
の
新

規
購
入
は
終
了
す
る
。

　
植
田
氏
は
、
好
循
環
の
実
現

が
見
通
せ
る
状
況
に
な
れ
ば
政

策
の
正
常
化
を
検
討
す
る
意
向

を
示
し
て
き
た
。
連
合
が
�
日

公
表
し
た
今
春
闘
の
平
均
賃
上

げ
率
が
�
年
ぶ
り
の
高
さ
と
な

る
５
・
�
％
と
な
り
、
日
銀
内

で
正
常
化
開
始
の
環
境
が
整
っ

た
と
の
見
方
が
広
が
っ
た
。
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